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であり， ru surpation of corporate opportunity Jである。改正案では「改正案商法398条3項取
締役が将来または現在に会社の利益となりうる，次の各号に該当する会社の事業機会を第三者に利
用させ，彼らが会社と取引をする場合には取締役会の承認を受けなければならない」と規定されて
いる。各号に該当する行為として，①取締役が職務を遂行する過程で知り得た情報または会社の情
報を利用した事業機会，②会社か遂行しているか，あるいは遂行しようとする事業と密接な関係に
ある事業機会が挙げられている。本条の適用範囲については，取締役が会社の事業機会を第三者に
利用させて，その者が会社と直接取引をする場合に限られるので，取締役または第三者がその機会
を利用して会社以外の者と取引をする場合には，取締役会の承認は不要ということになる。本来の
意味である取締役がその地位を利用して私的利益を図ってはならないという趣旨から離れたものと
なり，取締役の自己取引の規制対象とあまり変わらなくなってしまったというのが実情のようであ
り，改正作業が進められている。台湾会社法の改正については 最低資本金制度の撤廃については
わが国の新会社法において撤廃されている。台湾会社法における最新の動向については平成21年1
月7日に開催される国際セミナーで察先生の講演を基に検討を行ったところである。
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